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は、 4 種類の述語を取り上げた。まず、 Goal (着点)-Source (起点)文では、動詞や語順の違いに関わらず、 Goal
の役割に焦点が置かれる傾向が見られた。 Experiencer (経験者) -St imulus (刺激)文では、 Stimulus、 Theme
(対象) -Goal/ Source 文では、 Theme の役割が選ばれやすいことが明らかになった。また、 Agent (動作主)-P，α­
tient (被動者)文では、能動文では Agent、受動文と語順を入れ換えた文では Pαtient に焦点が置かれる傾向が見
られ、語順の違いによる影響を受けることが示された。本論文の実験結果と英語に関する先行研究から、代名詞の照
応に関して、表現される状態・事象において焦点化され易い意味役割の序列をまとめると、次のようになるo
1. Goal > Source 英語・日本語共通(事象叙述文)
2. p，αt ient > Agent 英語のみ(事象叙述文)
3. Stimulus > Experiencer 日本語のみ(状態あるいは静的事象叙述文)
4. Theme> Goal/ Source 日本語のみ(事象叙述文)
英語でも日本語でも、 Source よりも、 Goal に焦点が置かれやすい。この傾向は、コントロール現象でも、また、
本論文において補足として行った間接照応に関する調査からも示された。英語では、 Source よりも Goal が好まれ、







は異なっていると考えられるo また、日本語では、 Experiencer-St imulus 文においては、行為の主体が心理的に向
かっていく先である Stimulus が焦点化され易くなると考えることができる。また、場所動詞を取り上げ、指示語に
よる照応を調べた実験からも、意味役割の情報が影響を及ぼしていることが明らかとなった。実験では、全体的に、
Theme 役割を担っているヲ格の名詞句に焦点が置かれる傾向があるが、段階的に、 Theme から Goal あるいは ln四
strument (道具)へ焦点が移っていることがわかった。焦点が置かれるところが類似している動詞は、意味内容も
類似していることが明らかになった。実験で得られた結果を裏付けるために、電子ブック版朝日新聞の天声人語 7 年
間分を利用して、照応関係を分析した。意味役割として、 Source， Goal , Theme の 3 項をとる動詞のうち、「貸す」
「渡すJ í借りる J í奪う」の 4 つの動詞を取り上げ、照応関係を分析し、どの意味役割が焦点化されやすし 1 かを調べ







論文は全 7 章からなり、序論に続く第 2 章で理論的背景を概説し、第 3 章は先行研究の概観、第 4 章は「日本語統
語解析とわかりやすさ J という題目の下に語順の入れ換え実験、空範鴎の問題、途中で読み誤りが生じやすい、ガー


























実験では、 4 種類の述語を取り上げている。まず、 Goal (着点)-Source (起点)文では、動詞や語順の違いに関
わらず、 Goal の役割に焦点が置かれる傾向が見られた。 Experiencer (経験者) -St imulus (刺激)文では、
Stimulus、 Theme (対象) -Goal/ Source 文では、 Theme の役割が選ばれやすいことが明らかになった。また、







1. Goal > Source 英語・日本語共通(事象叙述文)
2. Pαt ient > Agent 英語のみ(事象叙述文)
3. Stimulus > Experiencer 日本語のみ(状態あるいは静的事象叙述文)
4. Theme> Goal/ Source 日本語のみ(事象叙述文)
英語でも日本語でも、 Source よりも、 Goal に焦点が置かれやすいことが明らかになった。この傾向は、コントロー
ル現象でも、また、本論文において補足として行った間接照応に関する調査からも示された。英語では、 Agent より













割の効果、特に Goal の役割を明らかにしたこと、などは特筆すべきである o さらに、意味役割の序列に関して、英
語と日本語との違いを浮き彫りにしている。また、非常に注意深く作られた作例による実験に留まらず、生のテキス
トデータによる検証も行ない、実験を補強していることも本論文の特長で‘あると言えよう。論文全体の構成も、理論
的背景の説明や先行研究の概観などにも十分のページ数をあて、読みやすくわかりやすいものとなっている。
以上の諸点から、本論文はこの分野の第一線の研究の水準に達している優れたものであり、博士(言語文化学)の
学位請求論文として十分に価値のあるものと認められる。
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